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A
ニ
ト
ぃ
引
引
制
約
じ
え
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必

警
」
て
い
ま
す
。
ン
ド
ン
を
離
れ
ず
、
ホ
テ
ル
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
の
多
く
は
事
業

継
続
計画
を
連
絡
調盤
を
実
施
し
ま
し

『

広
川
も
2
0
5

カ
国
か
ら1
万
5

・

d

と
組
織
間
の
連
携
の
重
要
性
大
会
で
は
日
の
リ
ス
ク
が
の
空
室
が
な
く
、
郊
外
の
ホ
ッ
ク
組
織
委
員
会
）
に
民
間
策
定
。
備
蓄
品
の
確
保
や
従
た
。
大
会
の

2

年
前
か
ら
は

一

位
担
千
人
の
選
手
、
4
方
人
の
メ

H
H
J
を
指
摘
し
ま
す
。
想
定
さ
れ
て
い
き
た
日
表
。
テ
ル
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
〈
業
向
け
の
事

業
継
続
の
た
業
員
へ
の
教
育
、
訓
練
実
施
3
カ
月
に1
回
、
日
の
機
関

5
0

路
官
デ
ィ
ア
関
係
者
、3
方
5

千

2
園
大
会

3

年
前
に
は
内
閣
府
最
も懸
念
さ
れ
た
り
ス
ヲ
交
通
機
関
に
負
担
が
か
か
る
め
の
冊
子
を
作
る
こ
と
を
指
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
が
参
加
し
た
訓
練
も
行
わ

奈
子
吋
動
人
の
コ
ー
チ
と
役
員
が
委
主
ー
と
内
務
省
な
ど
が
五
輪
震
は
、
重
イ
ン
フ
ラ
義
こ
と
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
示
し
、
配
布
さ
せ
ま
し
た
。
冊
子
の
策
定
員
わ
つ
れ
、
各
機
関
の
計
画
を
検
証

る
一男

L
去
り
ま
し
た
。
／

l

期
間
の
リ
ス
ク
分
析
を
行
い
な
た
め
、
多
数
の
言
語
手
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
交
通
局
た
イ
ェ
イ
ツ
氏
は
、
暴
言
し
た
。

G
L
A
に
は
危

じ

一
E
d
A

.. 

，
ま
し
た
。
テ
口
、
覇
、
集
下
鉄
駅
な
ど
に
押
し
寄
せ
て
こ
の
課
題
に
号
、
政
府
も
企
業
向
け
の
冊
子
を
提
供
の
支
援
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
作
機

管
理
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ

奥
『
4
t

’

団
犯
罪
な
ど
の
危
機
ご
と
に
滞
留
し
て

電
車
が
遅
れ
始
め
、
が
重
視
レ
た
の
は
宮
民
の
連
し
、
運
行
情
報
の
入
手
方
法
成
し
て
ホ

l
ム
ベ
l
ジ
か
ら
て
大
会
期
間
中
は
樺
戒
態
勢

一

詳
細
な
被
害
の
想
定
を
し
、
ま
た
事
故
も
起
こ
っ
た
り
と

憐
体制
で
す
。
会
場
や
施
設
と
企
業
の
取
り
組
む
べ
き
事
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
入
り
、
交
通
の
状
況
、
不

閉

そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
に
ど
の
よ
混
乱
し
、

億
車
の
運
行
が
長
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
項
を
周
知
し
て
い
ま
す
。
に
し
た
。
国
を
挙
げ
て
、
オ

審
物の
発
見
な
ど
各
機
関
か
く
で
火
災
が
発
生
し
た
が
、

F

一

う
な
リ
ソ
ー
ス
を
ど
の
程
度
期
間
止
ま
る
こ
と
で
し
た
。
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
備
え
を
セ
ら
露
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
迅
速
に
消
防
隊
が
配
置
さ
れ

一

一

割
り
当
て
る
か
と
い
っ
た
計
イ
ェ
イ
ツ
氏
は
、
「

開
催

ミ
ナ
ー
や
新
聞
、
雑
誌
、
テ
せ
て
い
ま
し
た
。
消
火
。
閉
会
式
に
影響は
な
サ

画
を
策
定
。
関
連
機
関
に
対
期
間
中
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
レ
ピ
な
ど
で
訴
え
た
。
ど
の
イ
ェ
イ
ツ
民
は
、
訓
練
に
か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と

吋

経
営届
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
「
た
く
さ
ん
の
訓
練
が
あ
る
か
ら
、
し
っ
か
り
と

九

お
け
る
事
業
継
続
へ
の
準
備
を
行
っ
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
訓
練
を
行
い
、
適
切
な
人
々

F

を
意
識し
て
い
た
」
と
述
ベ
ク
開
鑑
前
に
ワ
ー
ス
ト
ケ

i

が
一
堂
に
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
ザ

て
い
ま
す
。
ス
シ
ナ
リ
オ
に
沿
っ
て
関
係
れ
の
役
割
と
課
題を
し
っ
か
T

者
機
闘
が
総
動
員
で
二
つ
の
り
と
理
解
す
る
必
要
が
あ

サ

自
治
体
は
連
絡
調
整
訓
練を
行
っ
た
。
一
つ
は
ロ
る
。
彼
ら
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

吋

と
現
場
対
応

年
4
月
M
iお
日
に
実
施
し
を
失
っ
た
瞬
間
に
、
人
々
の｛

一
方
、
自
治
体
の
危
機
管
た
安
司
3
8
p
・
∞g
k
c
z

ロ
ン
ド
ン
大
会
の
心
に
残
る

理
の
役
割
は現
場対
応
に
徹
白
（CP
X
3
）
。
指
揮
・
印
象
が
変
わ
る
」
と
訓
練
の

す
る
こ
と
で
す
。
草
原
都
庁
管
理
・

連
絡の
テ
ス
ト
を
通
重
要
性
を
強

調
し
ま
し
た
。

に
相
当
す
るG
L
A
（
大
口
じ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
並
び
に
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン

ン
ド
ン
庁
）
が
特
別
区
、
警
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
し
な
や
か
大
会
を
官
民
挙
げ
て
危
機
管

察
、
消
防
、
イ
ン
フ
ラ
企
業
な
回
復
力
）
の
確

認
を
行
っ
理
対
策
に
取
り
組
ん
だ
結

な
ど
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
た
た
。
も
う
一
つ
は
ロ
年

5

月
果
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
さ
ら

「
ロ
ン
ド
ン
レ
ジ
リ
エ
ン4
1
6

日
に
実
施
し
た
関
誌
に
強
化
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ

ス
」
と
い
う
会
議
を
定
期
的
三
お
国
主

O
事
5
5
。
ス
て
い
ま
す
。
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2
0
2
0

年
五
輪
六
会
E

で
あ
と5
年
。
大
会
の
成
功

の
た
め
に
は
様
々
な
リ
ス
ク

を
防
ぎ
、
危
機
が
起
き
て
も

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
体

制
整
備
が
必
要
で
す
。

ロ
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
は
安

全
性
が
高
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
が
強
化
さ
れ
た
大
会
だ

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
が
取
り
組
ん
だ
五
輪

の
危
機
管
理
対
策
を
2

回
に

わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

大
会
期
聞
の
事
業
継

続
計
画

ロ
ン
ド
ン
大
会
は
期
間
中 彼

ら
の
安
全
と
大
会
連
盟

を
守
る
た
め
、
治
安
活
動
に

5

万
人
が
動
員
さ
れ
、
5

億

暗
（
約1
千
億
円
）
の
経費

が
か
か
り
ま
し
た
。

危
機
管理
対
策
は
内閣
府

が
規
則
を
定
め
、
各
省
庁
と

自
治
体
に
通
達
を
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
内
務
省
が
テ
ロ
、

暴
動
、
組織
犯
罪
な
ど
に
対

す
る
具
体
的
対
策
を
進
め
ま

し
た
日
図
。

政
府
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運

営
局
の
危機
管理
の
責
任
者

で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
イ
ェ

イ
ツ
氏
は
、
「
約
ロ
・
5

万

人
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の

仕
事
に
従
事
す
る
中
、
ス
テ

l

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係

者
）
が
た
く
さ
ん
い
た
。
そ
れ

ぞ
れ
役
割
を
持
っ
て
お
り
、

私
は
彼
ら
を
ま
と
め
て
調
盤

レ
、
進
存
確
認
を
す
る
こ
と五輪総動員訓練を 2 回行った

ー圃a四泊四；:1義世長ff.Ji!!彊当l!l司自n~関白・

肉務省
Home Office 
｛日本の警察斤
に相当）
子ロ．

組織犯罪、
暴動などの
対策

| 内附府
Cabinet Office 
（日本の内問府
I 防災部門
| に穆当）
し時 ｜ 達

機 L聖府機関問、 機
｜自治体、関係機関白
| への要請 | 

文化・メディア・
スポーツ省
Department for 
Culture. Med時
and Sport 

（日本の文総科学省
に相当）

五自由大会の飽当官庁

政府オリンピック
運営局（ODA)
The Olympic 
Delivery Authority 
妓妓会場や関速
施設の建設

・.)111'.1 ::IJl'.S，躍袖錫忌伝言io'i宿直前f'l)JI贋緬d・

Loss of IT (IT機能の消失）
Loss of Access to Site （事業所に入れない）

Loss of People & Key Skills （人材や妓能の消失）
Jndustrial Action （争議行為）

Accident （穆紋）

Sabotage （争議中の破議行為）

Criminal Damage/Theft （犯罪）

Unlawful or Lawful Protest （不法Eまたは合法的な抗議活動）
Fuel Supply Oisn.iption （燃料の途絶）

Transpo市ti。n Disruption （交通の途絶）
Terrorist and/or Ordnance （テロや武鑓）

Environmental Incident （環鏡的な事案）

Failure of essential Services （必須のサービスの失敗）

Extreme Weather & Events ｛極端な気候や事象）
Damage to Brand, Image & Reputation （ブランド、イメージ、評判の積書｝


